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児童福祉施設協議会が行った支援活動の概要は次

のとおりです。
（1） 児童養護施設大洋学園への支援
社会的養護関係施設を会員とする児童福祉施設協
議会（以下児福協という。）では、地震津波の被害が大
きかった大船渡市に所在する大洋学園に対し、平成23
年3月18日から4月26日まで、32日間にわたって会員
施設の職員を派遣し、延べ92人が支援活動を行いまし
た。
大洋学園の建物は高台にあるため、津波の被害は無

かったものの、地震によるひび割れや歪みが出た状況
でした。
大洋学園では、発災後、入所児童のケアに加えて、
大洋学園の運営主体である（社福）大洋会が運営する
障がい者施設の利用者や指定管理を行っている岩手
県立福祉の里センターへの一般避難者を支援するた
め、約150名に対する食事の提供などの支援を昼夜
行っていました。住居や家族が被災した職員も多い中、
停電、断水が続き、入所児童はもとより多くの避難者に
食事提供を含めた対応を行っていたため、職員は疲弊
している状況でした。
この状況への支援として、児福協会員の児童養護施
設の和光学園、みちのくみどり学園、青雲荘、青光学
園、一関藤の園、情緒障害児短期治療施設ことりさわ
学園が職員派遣に対応しました。
第1陣では支援物資の提供も併せて行い、第6陣ま

での支援を実施しました。大洋学園の子どもたちの支
援、見守りをはじめ、陸前高田市立第一中学校避難所
での子どもの保育などを1カ月以上にわたって行いまし
た。

（2） 大洋学園が行う被災地児童支援活動へ
の助成

大洋学園は平成24年4月から里親支援機関の指定
を受けて、里親支援専門相談員を配置しました。
その活動は、震災遺児・孤児の養育にあたっている
親族・養育里親の支援を中心としていますが、岩手県

里親会や児童相談所の要望もあり、気仙広域、釜石
市、大槌町まで視野に入れ活動しています。
12組のケースを抱え、自治体と管轄児童相談所の訪
問や里親サロン訪問等を月平均14回行っており、この
訪問活動等に役立てるため、平成24年度に10万円の
活動助成を行いました。

（3） 東京演劇集団「風」による復興支援チャ
リティー演劇「ヘレン・ケラー～ひびき合
うものたち～」の開催

平成19年度から、県民向けに社会的養護、児童福
祉施設の理解・関心を深めるため、「福祉を学ぶ映画
会・講演会」を児福協の事業として実施してきました。
平成23年度は、東京演劇集団「風」による観劇会「ヘ

レン・ケラー～ひびき合うものたち～」を開催する計画を
進めている中で、震災が発生しました。
東京演劇集団「風」の劇団員の方々からは、以前か

ら沿岸部の学校で公演を行っていたこと、また、団員の
方々が震災後、宮古市など沿岸部の訪問を行った経緯
もあったことから、本県での公演を予定通り行って頂くこ
ととなりました。さらに、特段のご配慮により、復興支援
チャリティーとして無料公演を行うことも提案頂きました。
開催当日の10月9日は、会場の岩手県民会館中

ホールに県内の児童養護施設の子どもたちや職員をは
じめ、およそ230名の方々が参加し、公演を楽しみまし
た。
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私が大船渡を訪れたのは、震災から一ヶ月が過ぎた頃、春の訪れが徐々に見られ
始めた頃でした。私が住む内陸では震災から復興へ歩み始めた頃で、正直、震災
への気持ちが薄れている状況で行きました。大船渡に着き、すぐ街を案内していただ
きましたが、そこには言葉では表現出来ない別世界が目の前にありました。
また、陸前高田は、自分が学生時代に合宿でお世話になった特に思い入れが強

い場所で、変わり果てたその光景には目を疑い、言葉を失う程でした。ショックを隠しきれないまま、施設の支
援に当たったわけですが、思った以上に子ども達は元気であり、前向きな姿勢に、逆に励まされ元気を貰ったこ
とを今でも覚えています。職員の方々の手厚い支援が、震災で受けた子ども達の傷ついた心をケアしていること
を、あらためて感じることが出来ました。

完全に傷が癒えるまではまだまだ時間はかかると思いますが、復興へ向け着実に一歩一歩進んでいってほしい
と願います。
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